
◎ 教えるとは、「希望を語る」こと。学ぶとは、「誠実を胸に刻む」こと。（ルイ・アラゴン） 
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香川県；車いす生徒の高校受験で中学校長が「入学しない」確約求める 

報道によると、手足が不自由で電動車いすを使う香川県の公立中３年の男子生徒（１５）が、設備面などを理由に入学を

断られた県内の私立高を腕試しで受験する際、交渉に当たった中学校長から「合格しても入学しない」との確約を求められて

いた。生徒と保護者は約束の上で１月に受験し、合格通知を受け取った。その後、公立高にも合格した。中学校長は「公立

高の腕試しで受験することを私立高に示す意図があった。受験を認めてもらうためには致し方なかった」と話している。 

 保護者は、中学校長の求めに応じて約束していた。「一方的に我慢を強いられ、中学校長からも『受けさせてもらえて良かった

ね』という雰囲気を感じた」と振り返る。 

文部科学省は改正「障害者差別解消法」に基づく対応指針で、正当な理由なく障害者だけに入試条件を付けるのは

不当な差別に当たるとして、障害者との対話を通じて相互理解を深め、対応策を検討することを求めている。この文科省の指

針を知らされてない保護者は不満を募らせているという。 

香川県池田知事は、「障害がある生徒・保護者と学校側が十分に話し合いをしてどういう対応ができるのか検討することが最も

大切だ。該当する高校に県からどういう経過だったのかを聞いて、必要な対応をしていきたい」と述べた。 

「豪華な私学の校舎」がバリアフリー化されない理由は進学校競争か？ 

この見解からは、今後該当私学の教育条件整備等バリアフリー化をいかに進めるのか全く不透明である。 

「豪華な私学の校舎」がバリアフリー化されていない現実は、進学に有利な生徒集めを第１にして、全ての生徒に行き届いた

教育保障をすすめるべき教育方針の中身が問われている。授業料無償化が公私立高校の新たな生徒獲得競争と進学校

競争の激化になることを危惧する。教育条件整備を置き去りにし今回のような設備がないことを理由に障害者を門前払いにし、

私学には障害を持つ生徒が在籍しないのが当たり前という適格者主義の排斥に、教育行政は力を尽くして欲しいものだ。 

障害のあるなしで、進路選択を妨げてはならない。                   
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子どもと教育・くらしを守る広島県立学校教職員連絡会 
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高校授業料無償化の裏側で起きている事実 
 

「連絡会ニュース」発効維持募金、続々ありがとうございます。 
◎訴えをさせて頂いてから２週間。次々と募金をお寄せいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。 

激動の２０２５年、激動の与党過半数割れを作り出したのは、国民の「裏金」に対する怒りでした。運動は 

まだまだ続きます。その闘いの隊列にいつでも、いつまでも加わり共に前進して行きましょう。      

♪ 闘う君の歌を、 闘わない奴らが笑うだろう ♪  

♪ 勝つか負けるか、分からない。 それでもとにかく闘いの 「出場通知」を抱きしめて あいつは海にな りま し た ♬ （中島みゆき） 

                                 

 

ありがとう 
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